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１－３ 周辺施設の状況 

 
公園センター周辺には、仙台市を代表する多くの文化施設が集まっており、各施設が情報発信、

展示、飲食、物販及び貸室の機能を有している（表１－２、１－３）。情報発信については、仙台

城跡の情報発信はあるが青葉山公園の情報発信がないため来訪者が公園としての全容を把握しづ

らいこと、飲食・休憩については、散策中に気軽に休憩できる屋内の場所が少ないことなどが課題

である。また、個々の施設が単独での運営をしており、各施設の連携が図られていない状況が見ら

れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

表１-２ 各施設が有する機能 
 
 
 
 
 
 
 

 

公園センター 

図１-８ 周辺施設位置図 

（ｃ）NTT空間情報株式会社 

②仙台城見聞館 

③青葉城資料展示館 

④青葉城下銘店館 

⑤東北大学川内萩ホール 

⑧宮城県美術館 ⑩地下鉄東西線国際ｾﾝﾀｰ駅（青葉の風テラス） 

名称 情報発信機能 展示機能 飲食機能 物販機能 貸室機能

① 仙台国際センター ○ ○ ○

② 仙台城見聞館 ○

③ 青葉城資料展示館（青葉城本丸会館） ○ ○

④ 青葉城下銘店館（青葉城本丸会館） ○ ○

⑤ 東北大学川内萩ホール ○ ○ ○

⑥ 仙台市博物館 ○ ○ ○ ○ ○

⑦ 東北大学植物園 ○

⑧ 宮城県美術館 ○ ○ ○ ○

⑨ 瑞鳳殿資料館 ○ ○

⑩ 地下鉄東西線国際センター駅（青葉の風テラス） ○ ○ ○

①仙台国際センター 

⑨瑞鳳殿資料館 

⑥仙台市博物館 

⑦東北大学植物園 
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表１-３ 各機能の現状 

情報発信機能 

【仙台国際センター】 

・訪日外国人への観光案内、国際交流や国際協力に関する情報提供 
【仙台市博物館】 

・収蔵資料や仙台について検索できる情報システム 
【地下鉄東西線国際センター駅】 

・周辺施設やイベントの紹介 
◇課題◇ 

・青葉山公園の情報発信がなく、公園全体を把握しにくい 
展示機能 

【仙台城見聞館、青葉城資料展示館、瑞鳳殿資料館】 

・仙台城の遺構発掘調査成果、仙台城や伊達家に関する実物資料、伊達政宗墓室の埋葬品など、

仙台城及び伊達家に関する様々な展示 
【仙台市博物館】 

・伊達家に関する資料 
・縄文時代から現在に至るまでの仙台を中心とした地域に関連する資料の展示 
・特別展開催など、観光客だけではなく市民も繰り返し訪れるような企画 

飲食・休憩機能 

【仙台国際センター、東北大学川内萩ホール、宮城県美術館、仙台市博物館、地下鉄東西線国際

センター駅（青葉の風テラス）】 

・コーヒーやサンドイッチ、スパゲティなどの軽食を提供 
【青葉城下銘店館】 

・牛たんやそばなど仙台市・周辺地域の名産品を提供する飲食店 
・主に屋内で飲食を行う施設であり、一部の店舗でテイクアウトを実施 
◇課題◇ 
・景観を楽しみながら屋外で飲食できる施設が少ない 
・各施設では飲食店で休憩することができるが、屋内で気軽に休憩できる場所が少ない 

物販機能 

【青葉城下銘店館、瑞鳳殿資料館】 

・観光客を対象とした、仙台銘菓などのおみやげ、伊達政宗に関する商品を販売 
【仙台市博物館、宮城県美術館】 

・ミュージアムショップを設置 
・展示品に関連する商品などを販売 
◇課題◇ 

・公園周辺には、コンビニやキオスクなどの日常品を販売する施設が少ない 
貸室機能 

【仙台国際センター】 

・各種会議やイベント等を行えるように、大小の会議室、ホール、展示室を貸室として提供 
【東北大学川内萩ホール】 

・コンサート等の公演を行えるホールの貸出 
【宮城県美術館】 

・県民ギャラリーや創作室の貸出 
【仙台市博物館】 

・展示会等を行うギャラリー、講演会や講習会等に使用するホールの貸出 
【地下鉄東西線国際センター駅（青葉の風テラス）】 
・イベント開催スペースの貸出 
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１－４ 公園センターに求められるもの 

 
下記フロー図を参考に、関連計画、計画地の特性、周辺施設の状況、アンケート・ヒアリング

及び懇話会の意見などから、公園センターに求められるものを整理し、これをもとに公園センタ

ーの機能やデザインの考え方を定めることとする（第２章、第３章）。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

計画地の特性 アンケート 
ヒアリング等 

懇話会開催による 
意見の聴取 

第
１
章 

公園センターに求められるもの 

公園センターのコンセプト・機能の決定 

 

デザインの考え方 

第
１
章 

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

藩政時代からの歴史的・文化的資源や優れた自然景観を生かしながら、市民や仙
台を訪れた人が親しむことができる杜の都のシンボルとなる公園として整備する 

仙台の誇りを育み 心に染み入る歴史と自然の景域づくり 

基本目標 

計画のテーマ（将来像） 

公園センターの基本コンセプト 

青葉山公園、仙台城方面への玄関口にふさわしい、来訪者に向けた「杜の都・仙
台の歴史文化の発信」 

青葉山公園整備基本計画 

地下鉄東西線（仮称）国際センター駅周辺整備の基本的方向性 

ビジターだけでなく、多くの市民が日常的に集い、憩い、楽しむことの出来る環
境の整備 

第
２
章
・
第
３
章 

周辺施設の状況 

図１-９ 検討フロー図 
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第
３
章
【
整
備
に
つ
い
て
】 

 

◇市政モニターアンケート、事業者等ヒアリング、懇話会意見 

より 

（全体について） 
・市民が日常的に楽しむ場、憩いの場、誇りとなる場 
・周辺の様々な施設の利用拠点・連携拠点 
・青葉山の景観や周辺の歴史・自然資源の活用 
 
（内容について） 

・仙台を知るきっかけとなる情報、青葉山や仙台城を楽しむ 
情報の提供  

 
 
・幅広い時間の公園利用に対応した飲食休憩の場 
 
 
・体験プログラムの提供、市民活動の支援 
・仙台らしいおもてなし、ユニークベニューの展開 
 

 

（施設の整備について） 

・歴史的風情が感じられ、豊かな自然と調和したデザイン 
・建物だけではなく、広場や外構など周辺の利用も含めた 

ランドスケープデザイン  
・大橋からの眺望を重視した空間デザイン 
・広瀬川を体感し、広瀬川とつながるような空間デザイン 

など 

公園センター全体の 

機能コンセプト 

デザインコンセプト 

楽しむ 

情 報 発 信 

憩 う 

飲食・休憩 

集 う 

体験・交流 

デザインの考え方 

機能展開 

◇計画地の特性より 

・青葉山と広瀬川に囲まれた良好な自然環境 
・歴史ある風情 
・仙台城跡のエントランス、公園の起点 

これらを生かした整備を行う 

◇周辺施設の現状より 

・気軽に立ち寄り、日常的にも利用できる場所 
・青葉山公園、仙台城跡の全容が把握できる情報発信 

第
２
章
【
機
能
に
つ
い
て
】 

図１-１０ 公園センターに求められるもの 
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